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　毎年、確定申告期間（２月 17 日～３月 17 日）は
会場が非常に混雑します。混雑緩和のため、次の日程
を申告相談日等として設けますので、ご利用ください。
　なお、１日に受付可能な人数を超えた場合は後日の
案内になる場合がありますので、ご留意ください。
　また、還付申告であっても、利子所得、譲渡所得

（土地、家屋、株式等）、山林所得、雑損控除のある方、
青色申告の方は、２月 17 日以降に e-Tax または札
幌北税務署（☎ 011 － 707 － 5111）で申告して
ください。

受付時間 9 時～ 11 時 45 分、
13 時～ 16 時

場　所 役場 1 階　大会議室

2 月 10 日（月）～ 2 月 14 日（金）
　※祝日を除く。

開設期間

①所得税額を正しく計算すると還付になる方
②退職所得があり、源泉徴収税額が還付になる方
③新築住宅や中古住宅を取得して入居された方や　
　住宅の増改築をされた方
④寄付金・医療費控除等を受けることができる方など

必要書類
・源泉徴収票　
・マイナンバーカード、通知カード、マイナンバーが

記載された住民票 などいずれか１つ
・利用者識別番号をお持ちの方はその番号がわかるもの
・運転免許証などの本人確認書類
・金融機関等の口座番号が分かるもの（本人名義）
・健康保険料および介護保険料の領収書、国民年金保

険料支払証明書
・生命保険料、地震保険料控除証明書 など

上記①～④共通および住民税申告

所得税の還付申告ができる方所得税の還付申告ができる方
（給与収入・年金収入のみの方）（給与収入・年金収入のみの方）

　当別町新築住宅購入支援金や新型コロナウイルス関
連の課税対象の給付金を受給された場合は、一時所得
または事業所得となるため確定申告が必要です。
　必ず、交付決定通知書の写し、必要経費を申告する
場合は収支内訳書を添付してください。

各給付金や助成金を受給された方へ各給付金や助成金を受給された方へ

　平成 25 年から令和 19 年までの各年分は、復興特
別所得税を所得税と併せて申告・納付することとされ
ています。
　復興特別所得税は、平成 25 年から令和 19 年まで
の各年分の基準所得税額（所得税額から差し引かれる
金額を差し引いた後の所得税額）に 2.1％の税率を乗
じて計算します。また、平成 25 年１月１日から令和
19 年 12 月 31 日までの間に生じる所得は、源泉所
得税の徴収の際に復興特別所得税が併せて徴収されて
います。
　確定申告書の作成を行う際は、「復興特別所得税額」
欄の記載漏れのないようご注意ください。

復興特別所得税について復興特別所得税について

公的年金等を受給されている方へ
　公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円以下で、
かつ公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20 万
円以下の場合、所得税の確定申告は不要ですが、住民
税申告をすることにより、本来受けられる医療費控除、
扶養控除等が令和７年度の住民税額に反映されます。
関係書類をお持ちのうえ、会場にお越しください。

　確定申告の必要がない方であっても、国民健康保険
に加入している方、公営住宅の申し込みや子ども医療
費助成等各種手続きにより収入や所得の情報が必要と
なる方は、住民税の申告が必要です。
　なお、住民税申告は申告相談日以降も随時受け付け
ますが、４月 30 日までに済ませてください。

住民税申告について住民税申告について

申告相談日等について申告相談日等について

■問合せ■問合せ　　税務課税務係（☎ 23 － 2332）税務課税務係（☎ 23 － 2332）

令和６年分令和６年分
申告相談・還付申告・住民税申告申告相談・還付申告・住民税申告
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　健康保持や疾病の予防として一定の取り組み（健診
や予防接種など）を行っている方が、自己または自己
と生計を一にする配偶者や親族のために特定一般医薬
品等（以下、スイッチ OTC 医薬品）を購入した際、
一定額の所得控除を受けることができる制度です。
　控除を受けるには、スイッチ OTC 医薬品の購入費
だけで１万２千円を超えた場合に、セルフメディケー
ション税制の明細書に記入し、一定の取り組みを行っ
たことを明らかにする書類を添付する必要がありま
す。ただし、取り組みに要した費用については、控除
対象に含めません。
　スイッチ OTC 医薬品の購入費で１万 2 千円を超え
た部分（上限：８万８千円）が控除額になります。

セルフメディケーション税制とはセルフメディケーション税制とは
（控除対象期間は R6.1.1 ～ R6.12.31）（控除対象期間は R6.1.1 ～ R6.12.31）

　関係書類等の提出は１月 31 日（金）まで。
・給与支払報告書（総括表・個人別明細）
　→役場 1 階 税務課税務係へ。
・上記以外の書類  →札幌北税務署へ。

給与支払者の方へ給与支払者の方へ

　札幌北税務署では、右のとおり確定申告会場を開
設します。入場には「入場整理券」が必要で、会場
で当日配布または国税庁 LINE 公式アカウントで
事前発行できます。配付状況によっては後日の来場
をお願いすることもあります。
　申告書等の作成で、次回以降の申告をスムーズに
行えるように、マイナンバーカードを利用したスマ
ホ申告をご案内しています。スマホ申告を行うため
には、マイナンバーカードとカード発行時に設定し
たパスワード（利用者証明用電子証明書および署名
用電子証明書）が必要となりますので、事前に確認
をお願いします。
　また、確定申告をする方で、ふるさと納税をした
方は、ワンストップ特例申請を行った場合でもすべ
て寄付金控除を申告する必要があります。

札幌北税務署からのお知らせ

■問合せ
・札幌北税務署（☎ 011 － 707 － 5111）
・国税相談専用ダイヤル（☎ 0570 － 00 － 5901 平日 ８時 30 分～ 17 時）

　開設期間 2月17日（月）～ 3月17日（月）

受付時間 平日　9 時～ 16 時
　※日曜日でも３月２日に限り受付。

場　所 札幌北税務署
（札幌市北区北 31 条西 7 丁目 3 番 1 号）

※公共交通機関での来署をお願いします。

国税の納期限（振替日）について
申告所得税及び
復興特別所得税・贈与税

納期限　３月17日（月）
振替日　４月23日（水）

消費税及び地方消費税
納期限　３月31日（月）
振替日　４月30日（水）

振替日の前日までに預貯金残高をご確認いただき、
納税資金の準備をお願いします。

　令和２年分の申告から、領収書の添付または提示に
より医療費控除を申告することができなくなり、「医
療費控除の明細書」を記入し提出することが必須にな
りました。事前に医療費控除の明細書を作成のうえ、
会場にお越しください。

医療費控除を受ける方へ医療費控除を受ける方へ
（控除対象期間は R6.1.1 ～ R6.12.31）（控除対象期間は R6.1.1 ～ R6.12.31）

※医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要
があります。（税務署や町から求められたとき
は、提示または提出しなければなりません。）

※医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、
明細の記入を省略できます（健康保険組合等が発行す
る「医療費のお知らせ」など）。

※通常の医療費控除とセルフメディケーション税制の併用
はできません。

※対象品目など詳細は、厚生労働省のホームページをご覧
ください。

　医療費控除の明細書は国税庁ホームペー
ジからダウンロードできます。

混雑状況の公開について混雑状況の公開について
　申告期間中の会場の混雑状況を、
町ホームページの「新着情報」に掲載
していますので、ご利用ください。

町ホームページ

国税庁
ホームページ


